
1、の 誘導に従って考えよう。

（1）(EEVの場合）
R→こ｡ よ？で湯で同じ
色
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①→②の順に考えることができ、
とわがまーー
ー

（2 (E>Vの場合） →豆電球のような特性曲線の問題と同じ、
まずはダイオードのIとVを設定する。

E､ なんでーー・1
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まずここを設定ユ
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使って文字をおく、

（イ Riのオームの法則より
E - U = R i

⇒ i = BE-やひ



12（2）続き
グラフの交点を求める。

i
-装=！⇒グラフの式を考えると、

でででで。0式I n。
i=PE-ジ

グラフの交点を求めると

t（ひ-V)= E-？
⇒ R（ひ -V ) = E r -ひ r

⇒ひ（R+r) = E r + V R

（体系物理の解説と
の .ひこ 、、 やってることは同じ）

（ウ P=IVより求める。（特性曲線の素子なのでP=だとかは
できない）

①式（グラフの式）より

i=t（ひ-V)
=な（ー？-v) = -

p=IVより
p=iひ=、だ。はでに

=たはーいや


